
地域の担い手不足の解消が急務

　市では、平成２２から２７年度の
市総合計画後期基本計画で主要プロ
ジェクトの一つとして人口減少対策
を掲げ、「少子化対策」「健康・寿命
延伸対策」「魅力づくり対策」「雇用
対策」「移住・定住対策」の５本の
柱を定めて取り組んでいます。
　このうち移住・定住対策では、平

成２２年４月に人口減少対策を専門
に進める「ふるさと活力推進室」を
設置し、取り組みを進めてきました。
昨年４月には「恵那暮らしサポート
センター」を設置し、各地域と連携
を強化。情報交換を行いながら移住
や定住に関する疑問や不安に専門に
答えられる体制を整えています。

　市の将来人口は、平成２２年度の国勢調査
では５３，７１８人でしたが、平成２７年度には
５１，２００人、平成３７年度には４５，１００人程度
に減少すると推測されています。（図１）
　また全人口に占める６５歳以上の人口割合
は、平成２７年度には３２．８㌫、平成３７年度
には３７．５㌫へと増加する見込みです。（図２）

高齢化率が５０㌫を超えると推計された地域も
あり、将来の地域の担い手不足による地域崩壊
が懸念されています。
　このような状況で、出生数を増やすだけでな
く、市外からの移住・定住者を増やすことも重
要な課題となっており、人口減少を食い止める
ことが急務です。

まちの魅力を市内外に
広め、恵那を愛する人
を増やします

魅力的な定住環境を確
保し、恵那市に住み続
ける人を増やします

　全国的に人口減少が進んでいる中、本市でも少子高齢化の問題は例外ではありません。
これまでも少子化対策や健康寿命延伸対策、定住促進対策などの取り組みを進めてきま
したが、人口減少に歯止めはかかりません。
　市では、移住・定住事業に専門的に取り組むため昨年度から「恵那暮らしサポートセ
ンター」を設置しています。ここでは、その役割について説明します。
□問い合わせ　ふるさと活力推進室志２６-２１１１（内線３８２）

柱２　健康・寿命
　　　延伸対策

健康と長寿命化の支援
を行い、いつまでも元
気で健康な方を増やし
ます

柱１　少子化対策

子どもを生み育てやす
い環境をつくり、子ど
もの減少を食い止めま
す

柱３　魅力づくり
　　　対策          

柱４　雇用対策

雇用の確保と起業・就
業の支援を行い、安定
した生活を送れる人を
増やします

柱 ５ 移 住・定 住             
　    対策

人口減少対策
の５本柱を定
めて取り組み
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移住や定住を支援
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市
内
へ
の
移
住
希
望
者
は
年
々
増
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
平
成
２４
年
度
ま
で
市
が
中

心
と
な
っ
て
実
施
し
て
き
た
移
住
・
定
住

支
援
に
つ
い
て
、
一
層
専
門
的
な
分
野
で

の
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
昨
年
度
に
「
恵

那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

し
ま
し
た
。
市
役
所
に
専
門
職
員
を
１
人

常
駐
さ
せ
、
各
地
域
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
移
住
希
望
者
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　
専
門
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
相
談

な
ど
を
円
滑
に
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

き
、
利
用
者
も
安
心
し
て
窓
口
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
各
地
域
で
定

住
促
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
集

ま
り
で
運
営
協
議
会
を
設
け
て
運
営
し
て

い
ま
す
。
協
議
会
委
員
が
情
報
を
共
有
す

る
こ
と
で
、
移
住
相
談
者
の
各
地
域
へ
の

案
内
や
、
移
住
ま
で
の
手
続
き
の
支
援
な

ど
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
日
頃
行
っ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
市
内
へ
の
移
住
や
定
住
を
希
望
す
る
方

へ
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
た
め
、
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
や
情
報
誌
の
発
行
を
行
い

情
報
発
信
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

移
住
・
定
住
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
名
古
屋
を
中
心
に
東
京
、
大
阪
な
ど
都

市
部
に
向
け
て
市
の
魅
力
を
宣
伝
し
、
移

住
や
定
住
者
を
募
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２２
か
ら
２５
年
度
ま
で
に
、
計
２６
回

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
２
８
７
組
が
参

加
し
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
本
市
へ
の

移
住
者
が
直
接
市
の
魅
力
を
説
明
し
、
来

場
者
に
生
の
声
を
届
け
ま
し
た
。

メ
ル
マ
ガ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信

　
昨
年
度
か
ら
は
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の

発
行
を
始
め
、
月
２
回
程
度
、
登
録
者
に

空
き
家
情
報
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
発
信
し
て
い
る
他
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w
.city.ena.lg.j

p/teiju/

）
も
随
時
更
新
し
、
移
住
や

定
住
に
役
立
つ
最
新
情
報
を
全
国
に
発
信

し
て
い
ま
す
。

「
え
な
も
り
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
の
発
刊
を

支
援

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夕
立
山
森
林
塾
で
は
、
恵

那
の
暮
ら
し
を
発
信
す
る
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
「
え
な
も
り
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」
を
本
年
度

か
ら
発
刊
。
市
内
に
住
む
若
い
女
性
が
中

心
と
な
り
手
作
り
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
掲
載
情
報
の
提
供
や
、
移
住

や
定
住
を
希
望
す
る
方
へ
の
配
布
協
力
を

し
て
い
ま
す
。９
月
発
行
の
秋
号
か
ら
は
、

恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
連
載

も
始
ま
り
ま
す
。

　

　
恵
那
の
暮
ら
し
を
体
験
し
、
魅
力
を
実

感
し
て
も
ら
う
た
め
、
農
業
体
験
や
観
光

施
設
な
ど
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
開
催
な
ど
、

多
様
な
交
流
や
体
験
機
会
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

体
験
事
業
の
実
施

❶
平
成
２３
年
度
に
「
恵
那
を
知
る
田
舎
体

験
」
を
２
回
開
催
し
、
２２
人
が
参
加
。
農

業
体
験
や
職
業
体
験
、
田
舎
暮
ら
し
体
験

な
ど
を
行
い
、暮
ら
し
を
実
感
し
ま
し
た
。

❷
平
成
２４
年
度
に
「
農
業
体
験
で
婚
活
」

を
５
回
開
催
し
、
７０
人
が
参
加
。
市
内
の

農
業
経
営
者
の
婚
活
を
兼
ね
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

❸
平
成
２５
年
度
に
「
恵
那
暮
ら
し
体
験
」

を
２
回
開
催
し
、
５６
人
が
参
加
。
空
き
家

の
見
学
会
や
、
み
そ
作
り
や
そ
ば
打
ち
体

験
な
ど
地
域
の
特
産
品
作
り
を
行
い
ま
し

た
。

「
１
日
１
組
限
定
、
恵
那
め
ぐ
り
」

を
実
施

　　
市
内
へ
移
住
や
定
住
を
希
望
し
て
い
る

人
向
け
の
「
ま
ち
案
内
」
で
す
。
で
き
る

だ
け
お
客
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た
内
容
で

行
う
た
め
、
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
地

域
な
ど
は
毎
回
異
な
り
、
市
内
で
暮
ら
す

た
め
に
必
要
な
学
校
や
病
院
な
ど
の
公
共

施
設
や
、
観
光
施
設
を
主
に
案
内
し
て
い

ま
す
。

　
案
内
す
る
際
に
は
、地
域
の
世
話
人（
恵

那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

の
皆
さ
ん
な
ど
）
に
紹
介
し
、
お
客
さ
ん

と
地
域
の
方
が
、
直
接
話
せ
る
時
間
を
つ

く
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
１
月
か
ら
開
始
し
、
８
組
が
参

加
し
ま
し
た
。

恵那暮らし
サポートセン
ターの役割

体
験
・
交
流

情
報
発
信

❶移住者が自らの経験を基に恵那
での暮らしの魅力を説明
❷布ぞうり作りコーナーで恵那の文化に触れる

❶「恵那を知る田舎体験」で参加者が泥にま
みれて田植えを楽しむ　❷「農業体験で婚活」
で、イモ掘りをしながら男女が会話を楽しむ
❸「恵那暮らし体験」で参加者が市の特産品
の細寒天作りなどを体験し、市の文化と生活
に触れる

▲移住者が希望する観光施設などを案内

❸

❷ ❶

❷

メルマガを読みたい方
は、このQRコードを読
み取って登録してね

ゆったり かいてき

❶

　田舎で暮らしたいと考えていたとき、名古屋
で行われる岐阜県の移住セミナーを知り、参加
しました。セミナーの後、すぐに現地の見学に
連れて行ってもらいました。上矢作町での生活
を実感できる施設見学と地元に住む市の職員の
方から地元ならではの生活情報を教えてもら
い、安心して移住を決断することができました。
飼っている猫も一緒に住みたいという要望にも
合う物件を探してくれた対応の良さも、移住決
断への後押しとなりました。
　恵那市は、食べ物も景観も季節の移り変わり
をはっきりと感じられる自然豊かなまちだと思
います。上矢作町には、保育園や学校と働く場
所が小さい地域にまとまっていて、不便なく自
然を感じる生活を満喫しています。　

移住者×加藤輝
き

代
よ

香
か

さん（上矢作町）
「迅速な対応と詳しい情報
で安心して移住しました」

インタビュー
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全市的な取り組みが必要

　
市
内
で
の
住
ま
い
探
し
か
ら
、
住
め
る

よ
う
に
す
る
ま
で
の
支
援
策
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
事
業

　　
市
内
各
地
域
の
移
住
を
支
援
す
る
団
体

や
業
者
が
探
し
た
空
き
家
や
土
地
の
情
報

を
登
録
し
、
移
住
希
望
者
な
ど
へ
紹
介
し

て
い
ま
す
。
登
録
物
件
の
利
用
受
け
付
け

や
、
物
件
の
調
査
、
案
内
、
契
約
交
渉
に

至
る
ま
で
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
改
修
補
助
事
業

　
市
外
か
ら
転
入
す
る
方
が
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
物
件
を
活
用
し
居
住
す
る
場

合
、
水
回
り
や
内
装
、
基
礎
な
ど
の
改
修

費
の
２
分
の
１
以
内
で
１
０
０
万
円
を
上

限
に
補
助
し
ま
す
。

◎
補
助
実
績
　
▽
平
成
２３
年
度
＝
６９
万
８

千
円
（
２
件
）　
▽
平
成
２４
年
度
＝
３
０
９

万
８
千
円
（
４
件
）
▽
平
成
２５
年
度
＝
２

２
８
万
４
千
円
（
５
件
）

　　
移
住
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

受
け
入
れ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
定
住
促
進
活
動
を
支
援

　　
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
組
織
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
定
住
促

進
事
業
を
移
住
希
望
者
に
案
内
し
ま
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
も
参
加
し
、
地
域

と
移
住
希
望
者
と
の
仲
介
を
行
い
ま
す
。

地
域
の
世
話
人
を
発
掘

　
三
郷
町
や
岩
村
町
、
山
岡
町
、
串
原
な

ど
に
い
る
移
住
者
を
世
話
す
る
役
割
を

持
っ
た
「
世
話
人
」
と
連
携
し
て
移
住
者

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

地
域
へ
の
外
部
人
材
の
導
入

　
市
ふ
る
さ
と
活
性
化
協
力
隊
を
導
入

し
、
現
在
ま
で
に
９
人
の
協
力
隊
員
が
各

地
域
で
活
動
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

１
人
で
「
恵
那
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
移
住
希
望

者
の
物
件
探
し
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。　

平
成
２５
年
４
月
に
恵
那
暮
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
て
１

年
半
に
な
り
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
い
う
組
織
が
で
き
た
こ
と

で
、
住
民
が
安
心
し
て
移
住
者
を
迎

え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
各
地
域
と
情
報
を
共
有
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
か
ら
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
に
、
子
育
て
関
係

団
体
の
女
性
が
委
員
と
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。
女
性
が
参
加
す
る
こ
と

で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
若
い
世
代
の
方
に
移
住
し
て
も
ら

う
に
は
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
は

最
も
重
要
な
こ
と
の
一
つ
で
す
。
住

居
や
地
域
の
特
色
だ
け
で
な
く
、
子

育
て
支
援
と
し
て
育
児
や
保
育
園
、

学
校
に
つ
い
て
も
案
内
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
活
動
が
幅
広
く
、
内
容
が

濃
く
な
り
ま
し
た
。
移
住
希
望
者
が

必
要
と
す
る
情
報
を
専
門
分
野
の
住

民
が
説
明
す
る
こ
と
で
、
移
住
希
望

者
も
よ
り
安
心
感
を
得
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
に
は
市
内
１３
地
域
全
て
の
住

民
が
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
全
地
域
の
住
民
が
参
加
し

て
情
報
を
共
有
し
、
市
全
体
の
人
口

を
増
や
す
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
名
古
屋
ま
で
電
車
で
１
時
間
で
通

勤
が
で
き
る
便
利
な
場
所
に
位
置
す

る
市
の
魅
力
を
住
民
が
も
っ
と
認
識

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ゆ
っ
た

り
快
適
な
ま
ち
と
い
う
印
象
を
与
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
１
人

で
も
多
く
の
住
民
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
取
り
組

み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

インタビュー

インタビュー

恵那暮らしサポートセンター
運営協議会長×坪井弥

や

栄
え

子
こ

さん

暮
ら
し
の
支
援

受
け
入
れ
体
制

項　目 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 合　計

空き家物件の
相談件数 ２５件 ４４件 ２７件 ３３件 １２９件

空き家物件の
登録件数 ７件 ３８件 ２３件 ２２件  　 ９０件

契約
内容

件数 １件 １３件 １６件 １５件 　４５件

入居者の
内訳

市内１件
市外０件

市内５件
市外８件

 市内５件
市外１１件

 市内１件
市外１４件

市内１２件
市外３３件

【空き家バンク事業の実績】

❶現在、活動している７人のふ
るさと活性化協力隊員　❷地域
の特産品などを紹介する定住促
進事業を支援　❸地域の「世話
人」が移住者の暮らしを支援

移住者
の力に

なりま
す

❷

❶

❸

ゆったり かいてき

協力隊×佐藤暁
あき

彦
ひこ

さん（岩村町）

　２年前に神奈川県から岩村町へ移
住し、ふるさと活性化協力隊員とし
て活動しています。
　年々、岩村町への移住希望者が増えています。移住
するための空き家物件がなかなか見つからず苦労して
いますが、できるだけ希望に添う物件が見つかるよう
サポートセンターと情報を共有して移住希望者を支援
したいです。
　岩村町の「ホットいわむら」では、町歩きプログラ
ムや空き家を活用したワークショップを開催して、観
光では触れることができない地元の生活感を感じても
らい、住みたいと思ってもらえる工夫をしています。
　恵那市の魅力は地域全体の温かさだと思います。市
内に住む方も、市外に住む恵那市出身の方も市の魅力
をもっと友人などに紹介して、実際に魅力を体感して
もらえば、もっと多くの人が来て、住みたいと思って
くれるまちだと思います。

「恵那市の魅力をもっと発信して」

こんな支援もあります
　　定住奨励金、固定資産税減免

市外から転入した方が新築住宅を取得した場
合、固定資産税を３年間減免し、奨励金２５万
円を支給。義務教育以下の子どもがいる場合
は、子ども１人につき５万円を加算して支給
します。

　　Ｕターン者支援

平成２５年度以降に市の奨学資金を利用した
方で、卒業後、市内に居住する方に、その年
の返済額の２分の１以内の額を交付します。

　　えなの木で家づくり支援事業

地域材の柱を３０本以上使い、市内建設業者
が住宅を新築した場合、市内の方は固定資産
税を３年間減免、転入者は２０万円以内を交
付します。

　　体験滞在施設の整備を支援

各地域で、市外からの訪問者の利用や地域の
イベント、集会などに利用する滞在施設の整
備を支援します。

　　市有地の分譲

定住促進事業の一環として、市有地を分譲し、
市内外からの利用者に活用いただきます。

▲三郷町の「あんじゃないの家」
では田舎暮らしの魅力を発信
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